
写真 1　新本村絵図（正保 2年）　縦85.8㎝×横74.8㎝



写真 2　新本村絵図（慶安 2年）　縦92.3㎝×横75.0㎝
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は
じ
め
に

　

本
資
料
は
、
一
七
世
紀
半
ば
の
備
中
国
下
道
郡
新
本
村
（
現
岡
山
県
総

社
市
新
本
）
を
描
い
た
村
絵
図
で
あ
る
。
新
本
地
域
の
歴
史
は
古
く
、
一

〇
世
紀
中
ご
ろ
に
編
纂
さ
れ
た
『
倭
名
類
聚
抄
』
に
あ
る
「
備
中
国
下
道

郡
田
上
郷
」
に
あ
た
る
と
推
定
さ
れ
て
お
り
、
中
世
に
お
い
て
は
石
清
水

八
幡
宮
の
荘
園
で
あ
っ
た
。
近
世
に
な
る
と
、
岡
田
藩
（
伊
東
氏
）
領（
１
）

と
な
り
、
享
保
年
間
に
は
い
わ
ゆ
る
新
本
義
民
騒
動（
２
）な
ど
の
重
大
事

件
も
あ
っ
た
が
、
幕
末
ま
で
伊
東
氏
の
支
配
下
に
あ
っ
た
。

　

新
本
村
は
、
新
本
川
を
は
さ
ん
で
北
側
（
左
岸
）
の
新
庄
と
南
側
（
右

岸
）
の
本
庄
に
分
け
ら
れ
る
。
時
期
に
よ
っ
て
は
、
新
庄
村
・
本
庄
村
と

別
々
に
記
載
さ
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た（
３
）が
、
そ
の
う
ち
本
庄
（
村
）
の

庄
屋
を
代
々
務
め
た
の
が
橋
本
家
で
あ
る
。
本
稿
で
紹
介
す
る
絵
図
も
橋

本
家
に
伝
わ
っ
た
も
の
で
、
当
家
に
隣
接
す
る
宅
源
寺
の
倉
に
多
数
の
古

文
書
・
記
録
類
と
と
も
に
残
さ
れ
て
い
た
。
宅
源
寺
と
は
、
正
式
に
は
還

窓
山
忍
和
院
宅
源
寺
と
い
い
、
本
庄
（
村
）
の
庄
屋
橋
本
七
郎
左
衛
門
が
、

寛
文
元
（
一
六
六
一
）
年
に
中
興
し
た
も
の
で
あ
る（
４
）。
な
お
、
江
戸

時
代
中
期
に
活
躍
し
た
地
理
学
者
古
川
古
松
軒
は
七
郎
左
衛
門
の
曽
孫
に

あ
た
り
、
宅
源
寺
資
料
に
は
古
松
軒
関
係
の
資
料
も
多
数
残
さ
れ
て
い
る
。

そ
の
う
ち
、
昭
和
三
四
（
一
九
五
九
）
年
に
櫃
四
個
が
岡
山
大
学
に
運
ば

れ
、
こ
の
絵
図
を
含
む
残
り
の
資
料
は
平
成
四
（
一
九
九
二
）
年
度
に
岡

山
県
立
博
物
館
に
寄
託
さ
れ
た
。

一　

正
保
の
新
本
村
絵
図
に
つ
い
て

　

近
世
の
村
絵
図
を
扱
っ
た
研
究
は
、
歴
史
地
理
学
の
立
場
か
ら
論
じ
た

木
村
東
一
郎
氏
に
よ
る
先
駆
的
研
究（
５
）を
は
じ
め
、
膨
大
な
蓄
積
が
あ

る（
６
）。
一
方
、
歴
史
学
で
は
、
村
絵
図
を
題
材
に
近
世
の
村
の
形
や
景

観
に
つ
い
て
論
じ
た
水
本
邦
彦
氏
の
研
究（
７
）、
絵
図
史
料
を
中
心
に
幕

藩
領
主
と
村
の
領
域
支
配
の
あ
り
方
を
論
じ
た
杉
本
史
子
氏
の
研
究（
８
）

な
ど
が
あ
る
。
近
年
で
は
、
池
田
家
文
庫
絵
図
類
を
中
心
に
江
戸
時
代
の

社
会
史
を
描
い
た
倉
地
克
直
氏
の
研
究（
９
）が
注
目
さ
れ
る
。
倉
地
氏
の

研
究
は
、
備
前
・
備
中
の
国
絵
図
・
郡
絵
図
を
幅
広
く
扱
っ
て
お
り
、
岡

山
県
内
の
古
絵
図
を
扱
う
上
で
、
そ
の
学
恩
に
頼
る
と
こ
ろ
は
き
わ
め
て

大
き
い
。

　

で
は
、
こ
の
絵
図
（
写
真
１
）
の
特
徴
的
な
部
分
を
述
べ
て
み
た
い
。

凡
例
は
な
い
が
、
朱
色
で
道
、
黄
色
で
村
境
、
白
色
で
川
や
池
、
薄
墨
で

山
地
を
表
し
て
い
る
。
特
に
山
野
部
分
の
境
界
は
明
確
に
引
か
れ
て
お
り
、

入
会
地
の
権
利
を
記
そ
う
と
す
る
作
成
者
の
意
識
が
強
く
働
い
て
い
る
と

み
る
こ
と
が
で
き
る
。
屋
敷
地
・
田
畑
等
は
表
現
さ
れ
て
い
な
い
。

　

新
本
村
の
中
央
部
を
東
西
に
流
れ
る
新
本
川
の
北
側
が
新
庄
（
村
）
に

な
る
が
、「
と
の
さ
こ
」「
な
み
月
」「
こ
げ
」
な
ど
の
地
名
が
記
さ
れ
て

い
る
。
村
の
東
北
部
に
あ
る
「
正
寿
寺
た
ワ
」
は
隣
村
で
あ
る
山
田
村
（
下

新
本
村
絵
図
に
つ
い
て

秋
　
山

　
　
　
亮
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道
郡
・
備
中
松
山
藩
領
）
と
の
境
界
に
あ
た
る
。
な
お
、「
正
寿
寺
た
ワ
」

の
近
く
に
あ
る
「
小
原
山
」
を
め
ぐ
っ
て
は
、
寛
永
一
七
（
一
六
四
〇
）

年
に
山
田
村
と
激
し
い
山
論
が
起
こ
っ
て
お
り（
10
）、
村
絵
図
の
作
成
に

も
大
き
な
影
響
を
与
え
た
と
思
わ
れ
る
。
村
の
北
西
部
に
は
「
つ
は
い
谷
」

「
木
村
谷
」
な
ど
の
谷
が
あ
り
、「
木
村
谷
」
か
ら
羽
無
村
（
小
田
郡
・
当

時
は
幕
府
領
）
へ
至
る
郡
境
の
「
は
な
し
越
」
が
示
さ
れ
、
村
の
北
側
は

「
大
ひ
ら
」
山
が
広
が
っ
て
い
る
。

　

新
本
川
の
南
側
に
は
本
庄
（
村
）
の
様
子
が
描
か
れ
て
お
り
、「
池
田
」

「
を
ん
べ
」「
中
山
」
な
ど
の
地
名
が
確
認
で
き
る
。
村
の
南
東
部
に
「
丸

尾
谷
」「
小
原
谷
」、
南
西
部
に
「
に
わ
き
谷
」「
く
わ
ん
せ
谷
」
な
ど
の

谷
が
あ
り
、「
に
わ
き
谷
」「
く
わ
ん
せ
谷
」
の
先
に
は
隣
村
に
つ
な
が
る

道
が
記
さ
れ
て
い
る
。「
丸
尾
谷
」
の
東
に
は
「
伝
左
衛
門
・
新
左
衛
門
」

の
人
名
が
あ
る
。
こ
の
地
点
は
、
こ
の
絵
図
が
所
蔵
さ
れ
て
い
た
宅
源
寺

の
場
所
に
ほ
ど
近
く
（
図
１
）、
本
庄
庄
屋
と
何
ら
か
の
関
係
が
あ
る
人

名
と
考
え
ら
れ
る
が
、
詳
細
は
不
明
で
あ
る（
11
）。
ま
た
、
薗
村（
下
道
郡
・

岡
田
藩
領
）
と
の
境
に
あ
る
「
た
て
さ
か
」、「
中
山
」
の
先
に
あ
る
小
田

郡
と
の
境
に
は
「
さ
い
ノ
た
ワ
」
等
、
村
境
と
な
る
峠
の
名
称
が
記
さ
れ
、

村
の
南
に
は
「
は
り
山
」
が
広
が
っ
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
地
名
の
多
く
は

現
在
も
小
字
と
し
て
残
っ
て
お
り
、
昭
和
五
〇
（
一
九
七
五
）
年
に
ゴ
ル

フ
場
が
開
発
さ
れ
た
点
を
除
い
て
は
地
形
も
ほ
と
ん
ど
変
わ
っ
て
い
な
い
。

　

新
庄
・
本
庄
と
も
に
、
村
落
の
中
心
部
に
「
宮
山
」
が
あ
る
。
こ
れ
ら

は
現
在
の
新
庄
八
幡
神
社
、
本
庄
八
幡
神
社
に
該
当
し
、
そ
の
背
後
の
山

に
は
樹
木
を
表
現
し
た
と
思
わ
れ
る
黒
点
が
い
く
つ
か
描
か
れ
て
い
る
の

図 1　新本地域中心部（国土地理院「地図・空中写真閲覧サービス」を一部加工）
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が
特
徴
的
で
あ
る
。「
宮
山
」
は
村
民
に
よ
る
神
事
・
行
事
の
中
心
と
し

て
機
能
し
て
お
り
、
村
民
が
寄
合
を
開
き
意
思
決
定
を
す
る
場
と
し
て
の

側
面
も
あ
っ
た（
12
）。

　

絵
図
の

紙
部
分
（
絵
図
の
右
下
余
白
）
に
は
、「
上
様
ゟ
国
々
之
絵

図
被　

仰
付
候
時
新
本
村
之
絵
図
也
」「
正
保
弐
年
酉
卯
月
三
日
」
と
の

記
載
が
あ
る
。
正
保
元
（
一
六
四
四
）
年
に
幕
府
が
各
藩
に
命
じ
た
国
絵

図
作
成
と
連
動
し
て
作
ら
れ
た
こ
と
が
う
か
が
え
る
。
但
し
、
原
本
は
提

出
し
て
い
る
は
ず
な
の
で
、
こ
の
絵
図
は
庄
屋
の
も
と
に
残
さ
れ
た
控
え

と
い
う
こ
と
に
な
る
。
署
名
・
花
押
の
あ
る
「
千
石
久
馬
助
」「
岡
崎
八

郎
兵
衛
」
は
と
も
に
岡
田
藩
の
役
人
で
あ
り
、
岡
田
藩
は
新
本
村
を
含
む

下
道
郡
の
絵
図
を
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
六
月
に
完
成
さ
せ
て
い
る
。

　

幕
府
は
正
保
の
後
、
元
禄
九
（
一
六
九
六
）
年
と
天
保
六
（
一
八
三
五
）

年
の
二
度
に
わ
た
り
全
国
的
な
国
絵
図
作
成
の
命
を
下
し
て
い
る
。
こ
の

新
本
村
絵
図
に
は
、「
正
保
二
年
酉
ゟ
天
保
八
年
酉
迄
百
九
拾
三
年
ニ
成

ル
」
と
記
し
た
紙
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
天
保
の
絵
図
作
成
の
際
に
も
参

照
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。

二　

慶
安
の
新
本
村
絵
図
に
つ
い
て

　

こ
の
絵
図
（
写
真
２
）
は
、
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
の
新
本
村
を
描

い
た
も
の
で
あ
る
。
正
保
の
絵
図
作
成
か
ら
四
年
し
か
経
て
お
ら
ず
、
村

の
様
子
に
大
差
は
な
い
も
の
と
思
わ
れ
る
。
こ
の
絵
図
に
も
凡
例
・
屋
敷

地
・
田
畑
等
の
記
載
は
な
い
。
道
・
川
・
村
境
等
は
す
べ
て
墨
書
、
山
地

は
薄
墨
で
表
現
さ
れ
て
い
る
。
正
保
の
絵
図
に
比
べ
る
と
、
色
使
い
が
乏

し
く
、
や
や
煩
雑
な
感
は
否
め
な
い
。
た
だ
、
測
量
の
起
点
と
な
る
場
所

（
村
境
や
寺
社
な
ど
）
に
は
朱
点
が
示
さ
れ
て
お
り
、
ま
た
川
の
幅
や
深

さ
の
記
載
も
あ
る
な
ど
正
保
の
村
絵
図
よ
り
も
文
字
情
報
は
豊
富
で
あ

る
。
な
お
、
こ
の
絵
図
に
は
岡
田
藩
の
役
人
名
は
な
く
、
新
本
村
の
庄
屋

を
務
め
た
「
伝
左
衛
門
」「
七
郎
左
衛
門
」
の
連
名
で
作
成
し
た
形
と
な
っ

て
い
る
。

　

新
本
川
の
北
側
（
新
庄
）
は
、「
と
ノ
さ
こ
」「
な
み
月
」「
つ
は
い
」

の
他
、
村
の
東
部
に
「
小
竹
」
の
地
名
が
み
え
る
。「
小
竹
」
の
辺
り
は

玉
島
往
来
か
ら
新
本
村
内
に
入
る
分
岐
点
に
あ
た
り
、「
木
村
」
の
先
に

あ
る
羽
無
村
に
通
じ
る
村
境
に
つ
い
て
「
小
竹
ゟ
羽
無
さ
か
へ
ま
て
四
拾

三
町
拾
三
間
」
と
あ
る
。
ま
た
、「
中
山
」
の
西
に
あ
る
高
津
江
村
（
小

田
郡
・
当
時
は
幕
府
領
）
に
通
じ
る
「
さ
い
の
た
わ
」
に
つ
い
て
も
「
小

竹
ゟ
こ
れ
ま
て
三
拾
九
町
三
拾
四
間
」
と
あ
り
、
新
本
村
を
東
西
に
走
る

道
の
距
離
が
明
確
に
示
さ
れ
て
い
る
。

　

新
本
川
の
南
側
（
本
庄
）
に
あ
る
地
名
は
、「
丸
尾
」「
小
原
」「
池
田
」

な
ど
正
保
の
絵
図
に
記
さ
れ
た
も
の
と
同
様
で
あ
る
。
村
の
東
南
部
に
あ

る
「
た
て
さ
か
」
は
村
の
境
界
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
た
よ
う
で
、
距
離

を
測
る
起
点
と
し
て
し
ば
し
ば
登
場
す
る（
13
）。「
た
て
さ
か
」
に
は
「
山

田
さ
か
へ
ゟ
拾
六
町
七
間
」
と
あ
り
、
新
本
村
東
部
を
南
北
に
縦
断
す
る

道
の
距
離
が
示
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
道
は
、
備
中
松
山
と
玉
島
湊
を
結
ぶ

玉
島
往
来
の
一
部
で
、
人
の
往
来
や
物
資
の
輸
送
で
賑
わ
っ
た
。
そ
の
た

め
か
、
こ
の
慶
安
の
村
絵
図
に
は
、
隣
接
す
る
山
田
村
を
「
山
田
町
」
と

表
記
し
て
い
る
。「
山
田
町
」
の
表
記
は
次
節
で
述
べ
る
下
道
郡
絵
図
に
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も
み
ら
れ
、
同
村
の
玉
島
往
来
に
お
け
る
宿
場
的
な
性
格
、
も
し
く
は
在

郷
町
と
し
て
の
機
能
を
表
現
し
て
い
る
と
思
わ
れ
る（
14
）。

　

こ
の
絵
図
の
大
き
な
特
徴
は
、
村
の
平
地
部
の
南
北
間
数
が
示
さ
れ
て

い
る
点
で
あ
る
。
村
の
東
部
に
あ
る
「（
本
庄
）
と
り
い
の
は
な
」
と
「
新

庄
宮
山
」
の
距
離
は
四
町
四
拾
五
間
、
村
の
中
央
部
に
あ
る
「
本
庄
宮
山
」

と
「（
新
庄
）
な
へ
や
」
の
距
離
は
四
町
十
五
間
、
村
の
西
部
に
あ
る
「（
本

庄
）
福
寿
寺
」
と
「（
新
庄
）
ま
な
こ
」
の
距
離
は
五
町
拾
間
と
あ
る
。

同
年
七
月
廿
二
日
の
「
下
道
郡
新
本
村
御
絵
図
ノ
時
道
間
数
家
数
」（
15
）に
、

新
本
両
村
の
村
高
お
よ
び
道
の
間
数
、
家
数
を
書
き
上
げ
た
記
録
が
あ
り
、

こ
の
絵
図
に
記
さ
れ
た
も
の
と
数
字
が
一
致
す
る（
16
）。
こ
の
冊
子
は
慶

安
の
村
絵
図
と
同
時
に
作
ら
れ
て
お
り
、
新
本
村
の
庄
屋
か
ら
岡
田
藩
の

岡
崎
八
郎
兵
衛
へ
提
出
し
た
も
の
の
控
え
と
思
わ
れ
る
。

　

絵
図
の

紙
部
分
に
は
、「
上
様
ゟ
後
ニ
被
仰
付
候
時　

慶
安
弐
年
丑

七
月
十
六
日
」
と
あ
る
。
抑
も
、
正
保
の
絵
図
作
成
の
直
後
に
な
ぜ
こ
の

絵
図
を
作
る
必
要
が
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
背
景
に
あ
る
の
は
、
隣

接
す
る
備
中
松
山
藩
領
・
山
田
村
と
の
間
で
続
く
断
続
的
な
争
論
で
あ

る
。
絵
図
と
同
じ
七
月
十
六
日
付
の
「
新
本
村
林
山
間
数
」
に
は
、
山
田

村
と
の
村
境
や
小
原
山
の
入
会
権
を
め
ぐ
る
争
論
の
経
緯
を
記
し
た
文
書

が
添
付
さ
れ
て
お
り
、
村
の
境
界
を
明
確
に
す
る
目
的
で
こ
の
絵
図
が
作

成
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る（
17
）。
山
田
村
と
の
境
界
の
み
人
為
的
に
直
線

が
引
か
れ
、
そ
こ
に
「
山
田
さ
か
へ
」
と
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
も
、

新
本
村
の
主
張
を
表
現
す
る
も
の
と
し
て
こ
の
絵
図
が
作
成
さ
れ
た
と
み

て
よ
い
。
つ
ま
り
、
正
保
の
村
絵
図
が
公
儀
の
事
業
と
し
て
作
ら
れ
た
側

面
が
大
き
い
の
に
対
し
、

慶
安
の
村
絵
図
に
は
村
境

を
確
定
し
た
い
作
成
者
の

思
惑
が
強
く
感
じ
ら
れ
る
。

　

た
だ
、
山
田
村
の
立
場

か
ら
描
か
れ
た
「
下
道
郡

山
田
村
絵
図
」（
写
真
3
）（18
）

を
み
る
と
、
新
本
・
山
田

両
村
が
接
し
て
い
る
付
近

は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
田
地
・

道
・
池
な
ど
が
入
り
混

じ
っ
て
お
り
、
単
純
に
は

境
界
線
が
引
け
な
い
状
態

だ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

荒
木
田
岳
氏
は
、
幕
藩
体

制
下
に
お
け
る
近
世
の
村

は
「
領
域
と
し
て
の
村
」

の
形
成
が
不
徹
底
で
、

村
々
が
飛
び
地
に
彩
ら
れ

て
い
た
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る（
19
）が
、
新
本
村
の
場
合
も
例
外
で
は
な
い
。

　

一
方
、「
上
様
ゟ
後
ニ
被
仰
付
候
時
」
と
は
ど
の
よ
う
に
理
解
す
べ
き

で
あ
ろ
う
か
。
結
論
か
ら
い
う
と
、
正
保
の
下
道
郡
絵
図
作
成
の
時
に
不

備
の
あ
っ
た
情
報
を
盛
り
込
ん
で
、
将
来
の
絵
図
作
成
の
た
め
に
供
し
よ 写真 3　下道郡山田村絵図（部分）
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う
と
し
た
新
本
村
庄
屋
の
意
思
が
あ
る
と
考
え
た
い
。
こ
の
件
に
お
い
て
、

重
大
な
示
唆
を
与
え
て
く
れ
る
の
が
、
川
村
博
忠
氏
の
研
究
で
あ
る（
20
）。
川

村
氏
は
正
保
の
国
絵
図
事
業
の
特
徴
と
し
て
道
路
や
舟
路
な
ど
の
交
通
注

記
が
き
わ
め
て
豊
富
で
あ
る
こ
と
に
注
目
し
て
い
る
。
そ
の
理
由
と
し
て
、

島
原
の
乱
の
鎮
圧
に
関
わ
っ
た
大
目
付
井
上
政
重
が
国
絵
図
事
業
の
実
質

的
担
当
者
で
、
こ
の
事
業
に
は
軍
事
上
の
目
的
が
あ
っ
た
と
説
明
す
る
。

と
す
れ
ば
、
正
保
の
新
本
村
絵
図
作
成
後
、
川
の
幅
や
深
さ
、
谷
の
広
さ

な
ど
の
情
報
が
、
村
絵
図
を
統
合
す
る
段
階
で
必
要
に
な
っ
た
の
で
は
あ

る
ま
い
か
。
無
論
、
絵
図
作
成
の
直
接
の
動
機
は
隣
村
と
の
争
論
に
よ
る

も
の
だ
が
、
庄
屋
の
伝
左
衛
門
・
七
郎
左
衛
門
ら
は
「
上
様
ゟ
後
ニ
被
仰

付
候
時
」
に
備
え
る
意
味
も
込
め
て
作
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。
実
際
、
こ

の
絵
図
に
も
「
慶
安
弐
年
丑
ゟ
今
天
保
八
酉
迄
百
八
拾
九
年
ニ
成
ル
」
と

記
し
た
紙
が
貼
付
さ
れ
て
お
り
、
天
保
の
絵
図
作
成
に
参
考
と
さ
れ
た
こ

と
が
う
か
が
え
る
。
新
本
村
庄
屋
が
残
し
た
村
絵
図
の
控
え
二
枚
は
、
結

果
的
に
天
保
の
絵
図
作
成
に
際
し
、
確
か
に
貢
献
し
た
の
で
あ
る
。

三　
「
備
中
国
十
一
郡
之
内
下
道
郡
之
絵
図
」
と
の
比
較

　

こ
の
絵
図
（
写
真
4
）
は
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
池
田
家
文
庫
に
所

蔵
さ
れ
て
い
る
備
中
国
下
道
郡
絵
図
の
う
ち
、
新
本
村
付
近
を
描
い
た
部

分
で
あ
る
。
池
田
家
文
庫
に
は
、
備
中
国
内
に
あ
る
郡
の
う
ち
七
郡
を
描

い
た
絵
図
（
四
枚
）
が
残
さ
れ
て
い
る
が
、
統
一
的
な
仕
様
で
は
な
い
。

備
中
国
内
は
幕
府
領
や
大
名
・
旗
本
領
な
ど
が
入
り
組
ん
で
い
る
こ
と
も

あ
り
、
郡
絵
図
の
作
成
者
が
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
た
め
で
あ
る
。
上
房
郡
・

写真 4　備中国十一郡之内下道郡之絵図（部分）
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川
上
郡
・
阿
賀
郡
・
哲
多
郡
は
水
谷
氏
、
都
宇
郡
は
戸
川
氏
、
賀
屋
郡
は

木
下
氏
が
作
成
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
っ
と
も
、
彼
ら
の
所
領
と
郡
が
一

致
し
て
い
た
わ
け
で
は
な
か
っ
た
が
、
絵
図
元
で
あ
る
岡
山
藩
は
、
他
の

領
主
の
領
知
も
含
め
た
郡
内
す
べ
て
の
村
々
を
網
羅
し
た
絵
図
を
作
成
す

る
よ
う
各
大
名
に
指
示
し
た
と
み
ら
れ
る（
21
）。
下
道
郡
は
伊
東
氏
の
担

当
と
な
っ
た
が
、
郡
内
に
は
岡
田
藩
の
み
な
ら
ず
備
中
松
山
藩
領
・
岡
山

藩
領
の
村
々
も
点
在
し
て
い
た
た
め
、
他
藩
の
情
報
収
集
や
表
記
に
苦
慮

し
た
こ
と
で
あ
ろ
う
。
な
お
、
こ
れ
ら
備
中
各
郡
の
絵
図
は
岡
山
藩
に
提

出
さ
れ
、
岡
山
藩
主
池
田
光
政
自
ら
確
認
し
て
国
絵
図
を
調
製
し
、
幕
府

に
提
出
し
て
い
る（
22
）。

　

で
は
、
下
道
郡
絵
図
で
新
本
村
は
ど
の
よ
う
に
記
載
さ
れ
て
い
る
の
で

あ
ろ
う
か
。

　

ま
ず
、
第
一
に
、
郡
絵
図
に
は
村
絵
図
に
記
載
の
な
い
村
高
が
記
載
さ

れ
て
い
る
。
村
高
は
「
千
五
百
七
拾
壱
石
三
斗
壱
升
」
で
、
下
道
郡
内
で

は
最
大
の
村
高
で
あ
る（
23
）。
こ
の
数
値
は
備
中
国
絵
図
に
も
引
き
継
が

れ
、「
千
五
百
七
拾
一
石
余
」
と
あ
る
。
こ
れ
ら
の
数
字
は
、
同
時
に
提

出
さ
れ
た
郷
帳
な
ど
の
記
載
と
も
一
致
し
て
い
る（
24
）。

　

第
二
に
、
郡
絵
図
で
は
、
新
本
村
内
の
主
要
な
道
路
（
立
坂
か
ら
「
山

田
町
」
に
至
る
玉
島
往
来
と
そ
こ
か
ら
郡
境
の
「
さ
い
の
た
わ
」
に
至
る

道
）
の
み
記
載
さ
れ
て
い
る
。
な
お
、
村
の
西
端
に
あ
る
「
さ
い
の
た
わ
」

に
は
、
下
道
郡
の
東
端
に
あ
る
「
秦
舟
渡
シ
」
か
ら
の
距
離
が
示
さ
れ
て

い
る
。

　

第
三
に
、
郡
絵
図
で
は
、
新
本
村
内
の
枝
村
と
し
て
「
新
庄
村
」「
木
村
」

「
正
寿
寺
」「
江
木
村
」「
観
世
村
」
が
方
形
・
朱
色
の
村
形
で
記
載
さ
れ

て
い
る
。
村
絵
図
に
は
、
正
保
・
慶
安
の
絵
図
と
も
に
枝
村
を
記
し
た
形

跡
は
な
い
が
、
慶
安
二
（
一
六
四
九
）
年
の
「
備
中
下
道
郡
之
内
新
本
両

村
道
間
家
数
御
帳
控
」
に
は
「
木
村
」「
正
寿
寺
村
」「
江
木
村
」「
く
わ

ん
ぜ
村
」
が
枝
村
と
し
て
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
東
西
南
北
の
距
離
や
家
数
な

ど
が
記
載
さ
れ
て
い
る（
25
）。
こ
の
時
期
の
村
内
の
区
分
け
を
示
す
も
の

と
し
て
興
味
深
い
が
、
先
に
述
べ
た
「
下
道
郡
新
本
村
御
絵
図
ノ
時
道
間

数
家
数
」
に
は
枝
村
に
関
す
る
記
載
が
な
く
家
数
も
異
な
る
た
め
、
整
合

性
に
課
題
が
残
る（
26
）。
な
お
、
正
保
の
国
絵
図
で
は
、
新
本
村
内
の
枝

村
は
「
観
世
村
」
だ
け
に
省
略
さ
れ
て
い
る
。

　

第
四
に
、
郡
絵
図
の
新
本
村
付
近
の
谷
沿
い
に
は
芝
山
が
広
が
り
、
松

山
は
ほ
と
ん
ど
描
か
れ
て
い
な
い
。
正
保
・
慶
安
の
新
本
村
絵
図
に
は
、

新
庄
・
本
庄
の
宮
山
付
近
な
ど
、
部
分
的
に
樹
木
ら
し
き
黒
点
も
描
か
れ

て
い
る
が
、
大
半
の
山
地
部
分
は
薄
墨
で
塗
り
つ
ぶ
さ
れ
て
お
り
、
植
生

の
違
い
が
明
確
に
分
け
ら
れ
て
い
る（
27
）。
つ
ま
り
、
こ
れ
ら
の
絵
図
に

描
か
れ
た
新
本
村
の
里
山
は
、
樹
木
で
覆
わ
れ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
芝

山
・
草
山
・
柴
山
な
ど
低
木
類
を
中
心
と
し
た
景
観
を
示
し
て
い
る
と
み

て
よ
い
だ
ろ
う
。
そ
の
他
、
村
の
谷
の
形
状
な
ど
も
下
道
郡
絵
図
に
反
映

さ
れ
て
い
る
と
み
ら
れ
る
が
、
幾
分
か
省
略
さ
れ
て
い
る
模
様
で
あ
る
。

　

第
五
に
、
郡
絵
図
の
新
本
村
の
西
側
に
は
小
田
郡
の
村
々
が
記
載
さ
れ

て
お
り
、
山
地
の
尾
根
筋
に
沿
っ
て
郡
境
が
黒
線
で
引
か
れ
て
い
る
。
倉

地
氏
は
、
小
田
郡
・
浅
口
郡
と
の
郡
境
表
記
の
細
か
さ
を
下
道
郡
絵
図
の

大
き
な
特
徴
と
し
て
取
り
上
げ
、
現
地
の
住
民
に
確
か
め
な
が
ら
引
か
れ
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た
に
違
い
な
い
と
想
定
す
る（
28
）。
そ
の
意
味
で
、
こ
の
郡
絵
図
に
は
領

民
の
利
益
を
守
ろ
う
と
し
た
岡
田
藩
の
立
場
が
よ
く
表
れ
て
お
り
、
そ
の

元
に
な
っ
た
新
本
村
絵
図
は
、
郡
絵
図
の
作
成
の
み
な
ら
ず
村
の
領
域
を

主
張
す
る
根
拠
と
し
て
の
活
用
も
期
待
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

第
六
に
、
郡
絵
図
の

紙
部
分
に
は
、「
正
保
弐
年
乙
酉
六
月
吉
日
」

と
い
う
日
付
と
「
伊
東
甚
太
郎
内
千
石
久
馬
之
助
」
の
名
が
み
え
る
。
正

保
の
新
本
村
絵
図
の
日
付
が
同
年
の
四
月
三
日
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
岡
田

藩
は
新
本
村
絵
図
を
仕
上
げ
た
約
二
ヶ
月
後
に
、
他
の
村
の
情
報
も
集
約

し
て
郡
絵
図
を
完
成
さ
せ
た
こ
と
に
な
る
。
な
お
、「
千
石
久
馬
之
助
」

と
は
岡
田
藩
筆
頭
家
老
千
石
定
次
で
、
正
保
の
新
本
村
絵
図
に
花
押
が
あ

る
「
千
石
久
馬
助
」
も
同
一
人
物
と
思
わ
れ
る
。
彼
は
、
当
時
岡
田
藩
主

で
あ
っ
た
伊
東
長
治
（
伊
東
甚
太
郎
）
と
子
の
伊
東
長
貞
の
二
代
に
仕
え
、

そ
の
子
孫
は
幕
末
ま
で
代
々
岡
田
藩
の
家
老
を
務
め
た（
29
）。

　

以
上
、
絵
図
か
ら
分
か
る
こ
と
を
列
挙
し
て
み
た
が
、
正
保
の
国
絵
図

の
も
と
に
な
る
郡
絵
図
作
成
の
前
段
階
と
し
て
、
新
本
村
絵
図
が
作
ら
れ

た
と
み
て
間
違
い
あ
る
ま
い
。
こ
の
事
業
に
は
、
岡
田
藩
の
千
石
久
馬
之

助
（
久
馬
助
）
と
岡
崎
八
郎
兵
衛
だ
け
で
な
く
、
新
本
村
の
庄
屋
ら
郡
内

各
村
の
代
表
者
が
深
く
関
わ
っ
て
お
り
、
情
報
を
取
捨
選
択
し
な
が
ら
郡

絵
図
の
完
成
に
至
っ
て
い
る
。
も
っ
と
も
、
こ
の
村
絵
図
だ
け
で
議
論
が

成
立
す
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
郡
絵
図
が
ど
の
よ
う
な
過
程
を
経
て
完
成

し
た
の
か
を
考
え
る
上
で
示
唆
に
富
む
資
料
と
し
て
評
価
し
た
い
。

お
わ
り
に

　

本
稿
で
は
、
平
成
三
〇
年
度
冬
季
展
「
い
ろ
い
ろ
な
絵
図
」
に
出
展
し

た
新
本
村
絵
図
に
つ
い
て
紹
介
し
、
正
保
の
郡
絵
図
、
国
絵
図
作
成
過
程

と
の
関
連
性
に
も
触
れ
な
が
ら
若
干
の
考
察
を
試
み
た
。
新
本
村
絵
図
に

は
、
い
く
つ
か
興
味
深
い
情
報
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
や
は
り
特
筆
す

べ
き
は
絵
図
作
成
の
目
的
が
明
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
こ
か
ら
、

岡
田
藩
主
伊
東
氏
・
岡
山
藩
主
池
田
氏
を
媒
介
に
し
て
、
全
国
の
国
絵
図

へ
と
収
斂
し
て
い
く
こ
と
、
す
な
わ
ち
各
藩
を
超
え
た
国
家
事
業
の
フ
ロ
ー

チ
ャ
ー
ト
が
で
き
あ
が
っ
て
い
る
こ
と
に
注
目
し
た
い
。
倉
地
氏
は
、
そ

こ
に
幕
府
と
藩
は
公
儀
と
し
て
一
体
で
あ
る
べ
き
と
考
え
る
池
田
光
政
の

立
場
を
指
摘
し
て
い
る（
30
）が
、
果
た
し
て
新
本
村
の
人
々
は
ど
の
よ
う

な
意
図
を
も
っ
て
絵
図
作
成
に
関
わ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
敢
え
て
述
べ

る
と
す
れ
ば
、
公
儀
の
事
業
へ
の
参
画
と
い
う
建
前
を
尊
重
し
な
が
ら
も
、

争
論
を
有
利
に
展
開
し
、
新
本
村
全
体
の
利
益
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
意

図
が
あ
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。
私
は
、
そ
こ
に
幕
藩
体
制
下
を
し
た
た

か
に
生
き
る
人
々
の
知
恵
を
汲
み
取
っ
て
み
た
い
。
今
回
紹
介
し
た
資
料

群
が
宅
源
寺
建
立
よ
り
も
古
い
年
代
の
も
の
で
あ
り
な
が
ら
、
代
々
大
切

に
伝
え
ら
れ
た
こ
と
か
ら
も
、
絵
図
に
込
め
ら
れ
た
思
い
の
深
さ
が
感
じ

ら
れ
よ
う
。

　

研
究
報
告
の
執
筆
に
当
た
り
、
所
蔵
資
料
の
紹
介
を
快
く
許
し
て
下

さ
っ
た
橋
本
信
太
郎
氏
、
調
査
の
過
程
で
様
々
な
指
導
・
助
言
を
い
た
だ

い
た
関
係
者
の
皆
さ
ま
に
心
よ
り
感
謝
申
し
上
げ
た
い
。
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《
註
》

（
１
）　

伊
東
長
実
を
藩
祖
と
す
る
外
様
藩
。
陣
屋
は
当
初
備
中
国
下
道
郡
川
辺
村
（
現
倉

敷
市
真
備
町
）
に
あ
っ
た
が
、
後
に
岡
田
村
（
現
倉
敷
市
真
備
町
）
に
移
っ
た
。
石

高
は
一
万
三
四
三
石
。
う
ち
、
新
本
村
を
含
む
一
〇
ヵ
村
は
備
中
国
下
道
郡
に
あ

り
、
残
り
五
ヵ
村
は
美
濃
・
河
内
・
摂
津
国
に
分
散
し
て
い
た
。

（
２
）　

藩
財
政
の
行
き
詰
ま
り
に
窮
し
た
岡
田
藩
が
、
新
本
村
の
入
会
山
を
取
り
上
げ
た

こ
と
に
端
を
発
す
る
一
件
。
生
活
の
基
盤
を
奪
わ
れ
た
村
民
代
表
者
四
名
は
、
享
保

三
（
一
七
一
八
）
年
に
、
江
戸
藩
邸
の
藩
主
へ
直
訴
し
た
。
村
民
の
嘆
願
は
ほ
ぼ
実

現
さ
れ
た
が
、
彼
ら
は
罪
に
問
わ
れ
て
磔
に
処
せ
ら
れ
た
。
県
内
に
お
け
る
代
表
越

訴
型
一
揆
の
一
例
で
、
現
在
で
も
彼
ら
は
義
民
と
し
て
地
域
で
語
り
継
が
れ
て
い
る
。

（
３
）　

江
戸
後
期
に
な
る
と
、
新
本
村
は
新
庄
村
・
本
庄
村
に
分
村
し
て
お
り
、
文
政
六

（
一
八
二
三
）
年
の
干
魃
の
際
に
は
、
両
村
の
間
で
用
水
を
め
ぐ
る
水
論
が
起
こ
る

な
ど
、
村
と
し
て
の
一
体
感
は
失
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
、
明
治
七
（
一
八
七
四
）

年
に
再
度
両
村
は
合
併
し
て
新
本
村
と
な
り
、
昭
和
二
九
（
一
九
五
四
）
年
に
総
社

市
の
一
部
と
な
っ
た
。
な
お
、
こ
の
地
域
の
地
誌
・
伝
承
な
ど
に
つ
い
て
は
、
新
本

老
人
ク
ラ
ブ
郷
土
研
究
会
『
新
本
誌
』
一
九
七
二
年
に
詳
し
い
。

（
４
）　

岡
山
県
立
博
物
館
寄
託
橋
本
家
文
書
「
宅
源
寺
記
」

（
５
）　

木
村
東
一
郎
「
近
世
村
絵
図
の
歴
史
地
理
学
的
研
究
（
第
一
報
）
―
そ
の
分
類
の

結
果
に
つ
い
て
―
」『
新
地
理
』
八
巻
三
号　

一
九
六
〇
年

（
６
）　

村
絵
図
の
研
究
史
は
、
羽
山
久
男
『
知
行
絵
図
と
村
落
空
間　

徳
島
・
佐
賀
・
萩
・

尾
張
藩
と
河
内
国
古
市
郡
の
比
較
研
究
』
古
今
書
院　

二
〇
一
五
年
が
丁
寧
に
整
理

さ
れ
て
い
る
。

（
７
）　

水
本
邦
彦
『
絵
図
と
景
観
の
近
世
』
校
倉
書
房　

二
〇
〇
二
年

（
８
）　

杉
本
史
子
『
領
域
支
配
の
展
開
と
近
世
』
山
川
出
版
社　

一
九
九
九
年

（
９
）　

倉
地
克
直
『
絵
図
と
徳
川
社
会
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
八
年

（
10
）　

岡
山
県
立
博
物
館
寄
託
橋
本
家
文
書
「
乍
恐
言
上
」「
謹
而
言
上
」

（
11
）　

慶
安
の
新
本
村
絵
図
に
は
、
同
じ
場
所
に
「
伝
左
衛
門
・
清
右
衛
門
」
と
あ
る
。

（
12
）　
「
新
本
一
件
覚
書
控
」
は
享
保
年
間
に
起
こ
っ
た
新
本
義
民
騒
動
の
際
に
、
岡
田

藩
士
三
宅
兵
右
衛
門
が
動
向
を
記
録
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
そ
の
な
か
で
村
民
が
「
八

幡
山
の
下
」「
宮
山
」
に
寄
り
集
ま
っ
て
い
る
様
子
が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
総
社
市

史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
総
社
市
史　

近
世
史
料
編
』
一
九
九
〇
年
所
収

（
13
）　

村
の
西
端
に
あ
た
る
「
さ
い
の
た
わ
」
に
は
「
立
坂
ゟ
五
拾
町
廿
九
間
」、
南
西

端
の
「
と
う
げ
越
」
に
は
「
立
坂
ゟ
四
拾
八
町
五
拾
四
間
」
と
あ
る
。

（
14
）　

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
池
田
家
文
庫
「
備
中
国
十
一
郡
之
内
下
道
郡
之
絵

図
」で
は
、
下
道
郡
内
の
村
の
内
、
山
田
村
の
ほ
か
川
辺
村
（
山
陽
道
川
辺
宿
の
所

在
地
）に
「
町
」
の
表
記
が
み
ら
れ
る
。
無
論
、
国
絵
図
の
調
製
段
階
で
は
、
そ
れ

ぞ
れ「
村
」の
表
記
に
統
一
さ
れ
て
い
る
が
、
作
成
者
の
認
識
を
知
る
上
で
興
味
深
い
。

（
15
）　

岡
山
県
立
博
物
館
寄
託
橋
本
家
文
書
「
下
道
郡
新
本
村
御
絵
図
ノ
時
道
間
数
家

数
」（
関
連
資
料
と
し
て
本
稿
末
尾
に
翻
刻
）

（
16
）　

こ
の
絵
図
に
は
家
屋
等
が
軒
を
連
ね
る
図
は
描
か
れ
て
い
な
い
が
、
前
掲
註

（
15
）「
下
道
郡
新
本
村
御
絵
図
ノ
時
道
間
数
家
数
」
に
よ
る
と
、
慶
安
二
年
の
時

点
に
お
け
る
新
本
村
内
の
家
屋
数
は
、
本
庄
家
数
「
八
拾
弐
軒
」・
新
庄
家
数
「
八

拾
三
軒
」で
あ
る
。
た
だ
し
、
岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
橋
本
家
文
書
「
備
中
下

道
郡
之
内
新
本
両
村
道
間
家
数
御
帳
控
」
は
、
慶
安
二
年
八
月
三
日
の
も
の
で
あ
る

が
、
枝
村
ご
と
に
家
屋
数
が
記
さ
れ
「
大
小
家
数
合
百
九
軒
」
と
あ
る
。

（
17
）　

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
橋
本
家
文
書
「
新
本
村
林
山
間
数
」

（
18
）　

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
池
田
家
文
庫
「
下
道
郡
山
田
村
絵
図
」

（
19
）　

荒
木
田
岳
『
村
の
日
本
近
代
史
』
ち
く
ま
新
書　

二
〇
二
〇
年

（
20
）　

川
村
博
忠
『
国
絵
図
』
吉
川
弘
文
館　

一
九
九
〇
年

（
21
）　

前
掲
註
（
９
）
倉
地
氏
著
書

（
22
）　

元
禄
の
国
絵
図
以
降
は
、
岡
山
藩
で
は
な
く
備
中
松
山
藩
が
備
中
国
絵
図
の
絵
図

元
に
な
っ
て
い
る
。

（
23
）　

水
本
邦
彦
『
村　

百
姓
た
ち
の
近
世　

シ
リ
ー
ズ
日
本
近
世
史
②
』
岩
波
新
書

二
〇
一
五
年
に
よ
れ
ば
、
天
保
年
間
に
お
け
る
一
ヵ
村
あ
た
り
の
平
均
村
高
は
お
よ

そ
四
八
一
石
で
あ
り
、
新
本
村
は
当
時
と
し
て
は
か
な
り
規
模
の
大
き
い
村
で
あ
っ

た
と
い
え
る
。

（
24
）　

岡
山
大
学
附
属
図
書
館
所
蔵
池
田
家
文
庫
「
備
中
国
十
一
郡
帳
」
に
は
、
新
本
村

の
石
高
と
し
て
「
高
千
五
百
七
拾
壱
石
三
斗
一
升
」
と
あ
る
。
ま
た
前
掲
註
（
15
）「
下

道
郡
新
本
村
御
絵
図
ノ
時
道
間
数
家
数
」
に
記
さ
れ
た
村
高
も
全
く
同
じ
で
あ
る
。

（
25
）　

備
前
に
比
べ
、
備
中
（
特
に
北
部
）
は
地
形
が
険
し
い
地
理
的
条
件
が
影
響
し
て

か
、
村
数
の
中
に
占
め
る
枝
村
の
割
合
が
高
い
。
前
掲
註
（
24
）「
備
中
国
十
一
郡
帳
」

の
新
本
村
の
項
に
も
、「
新
庄
村
」「
江
木
村
」「
観
世
村
」「
正
寿
寺
村
」「
木
村
」
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の
五
ヵ
村
が
枝
村
と
し
て
記
載
さ
れ
て
い
る
。

（
26
）　

前
掲
註
（
16
）
参
照

（
27
）　

前
掲
註
（
24
）「
備
中
国
十
一
郡
帳
」
の
新
本
村
の
項
に
は
、「
宮
山
ニ
雑
木
少
、

柴
山
少
、
芝
草
山
大
」
と
あ
る
。
一
方
、
同
時
期
に
新
本
村
の
庄
屋
が
記
載
し
た
前

掲
註
（
17
）「
新
本
村
林
山
間
数
」
で
は
、
村
内
に
お
け
る
柴
山
の
割
合
が
半
数
を

超
え
て
い
る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
低
木
類
を
中
心
と
し
た
林
相
で
あ
っ
た
と
考
え
ら

れ
る
が
、
実
際
の
景
観
は
本
稿
で
紹
介
し
た
絵
図
も
含
め
て
検
討
す
る
余
地
が
あ
る
。

（
28
）　

前
掲
註
（
９
）
倉
地
氏
著
書

（
29
）　

真
備
町
史
編
纂
委
員
会
編
『
真
備
町
史
』　

一
九
七
九
年

（
30
）　

前
掲
註
（
９
）
倉
地
氏
著
書

《
参
考
文
献
》

　

岡
山
県
史
編
纂
委
員
会
編
『
岡
山
県
史　

近
世
Ⅰ
』　

一
九
八
四
年

　

総
社
市
史
編
さ
ん
委
員
会
編
『
総
社
市
史　

通
史
編
』　

一
九
九
八
年

　

山
田
地
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
協
議
会
『
山
田
誌
』　

一
九
九
四
年

　

 

東
北
歴
史
博
物
館
『
町
絵
図
・
村
絵
図
の
世
界
―
絵
図
の
時
代
・
江
戸
時
代
―
』　

二
〇

〇
七
年

　

岡
山
県
立
博
物
館
『
古
地
図
―
地
図
が
語
る
歴
史
と
文
化
―
』　

一
九
八
二
年

　

水
本
邦
彦
『
日
本
の
歴
史 

第
十
巻 

徳
川
の
国
家
デ
ザ
イ
ン
』
小
学
館　

二
〇
〇
八
年

　

渡
辺
尚
志
『
近
世
百
姓
の
底
力
』　

敬
文
舎　

二
〇
一
三
年

　

金
田
章
裕
『
江
戸
・
明
治
の
古
地
図
か
ら
み
た
町
と
村
』　

敬
文
舎　

二
〇
一
七
年

【
関
連
資
料
】
岡
山
県
立
博
物
館
寄
託
橋
本
家
文
書

　
　
　
　
　
「
下
道
郡
新
本
村
御
絵
図
ノ
時
道
間
数
家
数
」

（
表
紙
）

「　
　
　

慶
安
弐
年

  

下
道
郡
新
本
村
御
絵
図
ノ
時 

道
間
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

家
数

  　
　

丑
ノ

  　
　
　

七
月
廿
二
日　
　
　
　
　
　
　
　

」

一
、
高
千
五
百
七
拾
壱
石
三
斗
壱
升　
　
　

新
本
両
村

　
　
　
　

内
六
拾
九
石
弐
斗
三
升
四
合　
　

末
代
川
成

　
　
　

残
高
千
五
百
弐
石
七
斗
六
合

一
、
小
田
郡
羽
無
山
境
木
村
ゟ
小
竹
ま
て　

新
庄
西
東

　
　
　

四
拾
三
町
拾
三
間　
　
　
　
　
　
　

  

間
数              

　
　
　
　

内
拾
町
木
村
山
道
ノ
分　

但
け
う
ま
へ
ま
て

　
　
　

残
三
拾
三
町
拾
三
間
江
道
之
分

一
、
同
郡
高
津
江
山
境
中
山
ゟ
新
庄
小
竹
ま
て

　
　
　

三
拾
九
町
三
拾
四
間　
　

西
東

一
、
小
田
郡
高
津
江
山
境
中
山
ゟ
立
坂
ま
て

　
　
　

五
拾
町
廿
九
間　
　
　
　

本
庄
西
東
間
数

　
　
　
　

内
四
町
八
間
中
山
山
道
之
分
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内
三
町
廿
間
立
坂
山
道
之
分

　
　
　

残
四
拾
三
町
壱
間
江
道
之
分

一
、
同
郡
三
成
山
境
峠
ゟ
立
坂
ま
て

　
　
　

四
拾
八
町
五
拾
四
間　

本
庄
西
東

　
　
　
　

内
拾
三
町
峠
山
道
之
分

　
　
　
　
　

三
町
廿
間
立
坂
山
道
之
分

　
　
　

残
三
拾
弐
町
三
拾
四
間
江
道
之
分

一
、
本
庄
福
寿
寺
ノ
下
ゟ
新
庄
ま
な
こ
ま
て

　
　
　

五
町
拾
間　
　
　
　
　

北
南
江
道
之
分

　
　
　
　

内
弐
町
八
間　
　
　

本
庄
分

　
　
　

残
三
町
弐
間　
　
　
　

新
庄
分

一
、
本
庄
宮
山
ゟ
新
庄
鍋
や
ま
て

　
　
　

四
町
拾
五
間　
　
　
　

北
南
江
之
分

　
　
　
　

内
壱
町
廿
間　
　
　

本
庄
分

　
　
　

残
弐
町
五
拾
五
間　
　

新
庄
分

一
、
本
庄
と
り
い
ノ
は
な
ゟ
新
庄
宮
山
ま
て

　
　
　

四
町
四
拾
五
間　
　
　

北
南
江
之
分

　
　
　
　

内
壱
町
三
拾
間　
　

本
庄
分

　
　
　

残
三
町
拾
五
間　
　
　

新
庄
分

一
、
立
坂
ゟ
山
田
境
ま
て

　
　
　

拾
六
町
七
間　
　
　
　

北
南

　
　
　
　

内
拾
壱
町
拾
四
間　

本
庄
分

　
　
　

残
四
町
五
拾
三
間　
　

新
庄
分

一
、
小
竹
川
河
原
五
間
、
水
弐
間
、
ふ
か
さ
壱
尺

一
、
河
原
焼
川
河
原
三
間
、
水
壱
間
、
ふ
か
さ
三
四
寸

　
　
　

本
庄
家
数

一
、
三
拾
九
軒　
　

御
役
目
家

一
、
拾
七
軒　
　
　

兄
弟
ワ
か
り
家

一
、
九
軒　
　
　
　

奉
公
人
あ
と

一
、
八
軒　
　
　
　

下
人

一
、
九
軒　
　
　
　

寺
庄
や
年
寄
あ
る
き

　
　
　

〆
八
拾
弐
軒

　
　
　

新
庄
村
家
数

一
、
弐
拾
九
軒　
　

御
役
目
家

一
、
弐
拾
四
軒　
　

奉
公
人
あ
と

一
、
拾
四
軒　
　
　

兄
弟
ワ
か
り
家

一
、
六
軒　
　
　
　

寺
庄
や
年
寄
あ
る
き

一
、
拾
軒　
　
　
　

下
人

　
　
　

〆
八
拾
三
軒

　
　
　

慶
安
弐
己丑　
　
　
　
　

七
郎
左
衛
門

　
　
　
　

七
月
廿
二
日　
　
　

伝
左
衛
門

　
　
　

岡
崎
八
郎
兵
衛
様

一
、
四
拾
三
町
十
七
間
中
山
さ
い
ノ
た
わ
ゟ
山
田
さ
か
へ
ま
て

　
　
　
　
　
　
　
　

但
小
竹
ゑ
う
ち
又
北
へ
う
ち
申
候


